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森永乳業は、人々の健康に対して大腸が果たす重要な役割を、広く社会に啓発するきっかけとして、9月 26日

を「大腸を考える日」として制定することを、一般社団法人 日本記念日協会から認定されました｡ 
 

森永乳業は 1960年代からビフィズス菌の研究に取り組み、人々の健康に寄与する商品づくりに従事してきまし

た。ビフィズス菌は、大腸の腸内フローラにすむ善玉菌において多くの割合を占める菌であり、大腸の状態を良

好に保つための大切な腸内細菌です。そして近年、大腸内の腸内細菌と全身のさまざまな疾患との関連性につ

いて研究が進められており、大腸の状態を整えることが重要視されています。 

一方、日本人の大腸の機能・働きに関する関心・理解は浅く、大腸が全身の健康において重要な働きを持つ

臓器であることや、大腸と小腸の部位的・機能的な違いも、広く知られていない現状があります。 

このような背景から、森永乳業は、健康の要となる大腸の役割や、大腸を良好な状態に保つ方法などについて

広く社会に啓発するきっかけとして、9月 26日を「大腸を考える日」と制定しました。 
 

森永乳業では、「大腸を考える日」の制定を機にさまざまな活動を通じて、9 月 26 日「大腸を考える日」の普及

と、大腸に関する情報の発信を進めてまいります。 
 
 

＜記念日の由来＞ 

大腸の形が数字の「9」に似ていること、また大腸に存在し健康に重要な働きを 

持つ腸内フロ
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ーラの語呂合わせから、9月 26日と定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

全身の健康の要である大腸の役割と、大腸を健全に保つための方法を考えよう 

9月 26日を「大腸を考える日」に制定 

～ 一般社団法人 日本記念日協会から登録認定 ～ 


